
出力の概要説明 と (4)式の集計の確認方法 

「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」の出力例  「保有性能組合せ詳細表」の出力例  

 

(4)式の集計において最大E0となるケースを出力 

(5)式の集計において最大E0となるケースを出力 

(5)式について
の詳細は後述

 
出力項目設定画面で、 
“必要CT-F曲線”にチェックをした
場合に、この点線を描画します 計算実行時の設定画面で、 

“ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ時に終局限界変形(Ｆ値)を 
満足させる”にチェックをした場合に、 
この 1 点鎖線を描画します 

 

     
×[外力による 
     補正係数(0.8) ] 

 

(4)式の集計の全ケースは、「保有性能組合せ詳細表」（上表）という出力で確認できます。 
この出力において、Is値が最大となるケース（つまり、E0が最大となるケース）のIs値には、＊印を 
付けていますので、どのケースが(4)式が最大となるケースであるかの確認が簡単にできます。 
この最大となるケースは、 「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」での(4)式の出力と一致します。 

  ※ なお、「保有性能組合せ詳細表」でのF値グループの並びですが、(社)建築研究振興協会発行の 
   「既存建築物の耐震診断・耐震補強設計マニュアル 2003年版」の「様式15 耐震診断結果の一覧」の 
   出力形式が、グルーピングの最大F値グループが左側、最小F値グループが右側になっていることや、 
   見やすさの観点から、グルーピングの最大F値グループを左側、最小F値グループを右側に配しています。 

(4)式の集計における注意点： 
  ・(4)式の集計で、１グループのみで集計した場合が最大E0となった場合でも、その集計は採用しません。 
  １グループの場合に採用しない理由は、診断基準p79の(4)式の背景に拠っていて、(4)式は靭性が異なる 
  部材が混在する場合に用いるものであるからです。 
  １グループの場合を(4)式の結果として採用しないことは、（財）日本建築防災協会による評価更新時にも 
  確認および了承を受けています。 
 ・(4)式のCTUSDの計算に使うCTUは、2001年ＲＣ耐震診断基準のP30で定義付けられているように「構造物の 
  終局限界における累積強度指標」です。従って、最終グループのCT値になります。 
  今回の例では、最終グループ（最大Ｆ値グループ）は、F=1.50のグループですので、F=1.5でのCT=0.631が 
  CTUとして採用されます。 ( なお、CTは、強度指標Cに 階補正を掛けた値です。) 

 (補足） 
今回の例では、Nr<Nが8本となっているのに終局限界変形内となっていますが、Nr<Ｎとなっている柱についても
周辺部材を考慮すると軸力の再分配が可能であると判断され、終局限界変形がFu=2.0となっているためであ
り、問題はありません。

Is値が最大と
なるケースは
値に*印が付く 



(4)式の各グループでのQuの値 と (4)式のE0の具体的計算方法 「強度寄与係数詳細表」の出力例 

 

 

αj Quの合計 
   ＝1049.4 上表( 「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」の抜粋 ) で、 

グループ１はＦ＝１．０、グループ２はＦ＝１．２、グループ３はＦ＝１．５ となっていますので、 
各グループの集計は以下の通りです。 

 グループ１のQuは、Ｆ値が１．０以上１．２未満の部材に関しての集計値 
 グループ２のQuは、Ｆ値が１．２以上１．５未満の部材に関しての集計値 
 グループ３のQuは、Ｆ値が１．５以上の部材に関しての集計値 
 
集計に使う各部材の強度寄与係数を考慮したQuは、「強度寄与係数詳細表」（右表)の出力で
確認でき、[αjQu]の数値が該当します。つまり、 「強度寄与係数詳細表」の出力における、
[αjQu]の値をグループごとにそれぞれ合計した数値が、各グループでのQuとなります。 
 
具体的な数値にて、各グループのQuを示すと、以下の計算内容となります。 

 グループ１のQu＝524.9＋524.5＝1049.4 
 グループ２のQu＝561.1＋553.3＋552.8＋529.8＋513.3＋507.8＋507.2＋506.7＝4232.0  
             ( 「4231.9」との誤差は四捨五入による丸め誤差です） 
 グループ３のQu＝5449.0＋495.9＋494.9＋4290.0＋5251.0＋445.8＋443.7＋401.7＋401.1 
           ＝17673.1 ( 「17673.0」との誤差は四捨五入による丸め誤差です） 

(4)式のE0の計算式は以下の式です。 

 

N ：建物階数 i ：対象としている階の階数 
C1 ：第１グループの強度指標 F1 ：第１グループの靭性指標 
C2 ：第２グループの強度指標 F2 ：第２グループの靭性指標 
C3 ：第３グループの強度指標 F3 ：第３グループの靭性指標 

 

強度指標は、Quを建物重量で除した値ですので各グループの強度指標( C1,C2,C3 )は、 
 C1＝1049.4／22413.0＝0.047 , C2＝4231.9／22413.0＝0.189 , C3＝17673.0／22413.0＝0.789 
となり、F1＝1.0、F2＝1.2、F3＝1.5、 （n+1)/(n+i)＝0.8 と、C1,C2,C3の値を、(4)式のE0の計算式 
に代入すると、E0＝0.964 となります。 
 
※なお、強度指標は Quを建物重量で除した値で値が小さく、丸め処理によって誤差が大きくなりますので、 
  QuをそのままC1,C2,C3の代わりに使って、階補正をしない値を、「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」の出力で、 
  “保有性能基本指標E”という名前で出力しています。 
       保有性能基本指標E ＝ √( ( 1049.4×1.0 ) 2＋( 4231.9×1.2 ) 2＋( 17673.0×1.5)2 ) ＝ 27012.0 
   従って、“保有性能基本指標E”を建物重量で除して、階補正を掛けた値はE0と一致するものとなります。 
      27012.0／22413.0×0.8 ＝ 0.964 → E0 



                              

(5)式の集計方法について 

(5)式のE0の計算式は以下の式です。 
 
 
 
 
            n ：建物階数 i ：対象としている階の階数 
            C1 ：第１グループの強度指標 F1 ：第１グループの靭性指標 
            Cｊ  ：第jグループの強度指標 
            αj  ：第１グループ靭性指標(F1)の終局時変形(R1)における第jグループの強度寄与係数 
 
(5)式は、終局強度算定の基準となる靭性指標(F値)を第１グループとして、第１グループよりも靭 
性指標の大きい鉛直部材のみの強度の寄与分を考慮して加算したものですので、 「保有性能組 
合せ詳細表」の中の、１グループのみで集計した場合が相当することになります。 
今回の場合、CTUSDが制限値(=０．３)以上で、終局限界変形（Ｆ値）=２．０以下の第1グループＦ値の 
中で、Isが最大（つまりE0が最大）となるケースは、Ｆ＝１．５の場合になりますので、「各階のＣ値、 
Ｆ値、グループ」の(5)式の結果としては、Ｆ＝１．５でグルーピングした場合の結果を出力します。

「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」の出力例  

「保有性能組合せ詳細表」の出力例  

「強度寄与係数詳細表」の出力例 

(5)式のE0の具体的な計算方法 
  
Ｆ＝１．５の時の(5)式のQu(「保有性能組合せ詳細表」のQ1や「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」のΣQuと同じ) は、 
今回の場合、(4)式の場合のグループ３（Ｆ＝１．５）のQuと同じ計算方法になります。 

   Qu＝5449.0＋495.9＋494.9＋4290.0＋5251.0＋445.8＋443.7＋401.7＋401.1＝17673.1  
                             ( 「17673.0」との誤差は四捨五入による丸め誤差です） 
  

強度指標Cも (4)式の場合のグループ３と同じで、C=0.789（正確には、17673.0／22413.0=0.7885) です。  
強度指標Cは、(5)式の（C1＋ΣαjＣj ) ですので、(5)式のE0は、以下の計算内容となります。 

  E0＝(n+1)/(n+i)・(C1＋ΣαjCj)・Ｆ1＝0.8×0.7885×1.5＝0.946 
 
(4)式と同様、階補正を考慮せず、建物重量で除していない値を "保有性能基本指標E"という名前で 
出力しています。 

  保有性能基本指標E ＝ Qu・F＝17673.0×1.5＝26509.6 

   



 

(参考) CT-F関係図 について 

「CT-F関係図」は、各Ｆ値グループの強度分布や建物の変形性能を把握するのに適した図で、「BUILD.耐診RC/2004年拡張オプション」による図
化出力の「CT-F関係図」では、詳細や各点での値の確認が可能です。E0の集計方法には直接関係しませんが、結果を把握するための参考にな
りますので、図化出力で出力した「CT-F関係図」を使って、「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」の各値と「CT-F関係図」の関係性について説明します。 「各階のＣ値、Ｆ値、グループ」の出力抜粋 

CTのポイントが必要CT-F曲線の下側に 
ある場合は、Is＞Iso を満足していない 

CTのポイントが必要CT-F曲線の上側に 
ある場合は、Is＞Iso を満足 

この曲線は、必要CT-F曲線です。 
 
必要CT-F曲線の方程式は以下の通りです。 

CT＝Iso／( F･SD･T ) 
 CT ：CT-F関係図の縦軸 
         Iso ：構造耐震判定指標 
  F ：CT-F関係図の横軸 
  SD ：形状指標 
 T ：経年指標 

この部分の高さは、F=0.8のQuに相当するCTです。 
つまり、以下の値になります。 
 Ｑｕ/Wi ×階補正＝2409.3/22413.0×0.8＝0.086 
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